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ＳＤＧｓ達成に向けた取組及び指標の進捗状況報告書 

 

国土交通省港湾局長 殿 

 

所 在 地： 北海道函館市海岸町 23 番 9 号 

名 称： 函館丸和港運 株式会社 

代 表 者： 金崎 史典 

登録年月日： 令和 5 年３月２９日 

 

  みなとＳＤＧｓパートナー登録制度実施要綱第７条の規定により、下記のとおり進捗状況を報告します。 

 

３側面 
SDGs達成に向けた重点的な

取組 
2030年に向けた指標 指標の進捗状況 

✓環境 

☐社会 

✓経済 

荷役に関する自社の温室効

果ガス排出量を把握し、排出

量を削減する。 

荷役現場において排出される

温室効果ガス 

 

【現状】146,457 ㎏ 

【目標】117,166 ㎏ 

2025.3月現在【 180,050 ㎏】 

☐環境 

✓社会 

☐経済 

荷役作業中の事故等を防ぎ、

安全で衛生的な労働環境の

整備を行う。 

 

荷役時の事故・ケガの回数 

【現状】年に 2回程度 

【目標】無事故 

 

2025.3月現在【 7 回 】 

☐環境 

✓社会 

✓経済 

働き方改革の一環として、作

業内容の生産性向上による

荷役時間の短縮を目指す。 

【現状】15～35時間/月 

【目標】10～20時間/月 
2025.3月現在【15時間 程度】 

 


